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１． 研究計画の概要 
本研究の目的は（１）東南アジア諸国のフ

グ類の毒性を産地、季節、個体群、部位（臓

器や筋肉）別に解析するとともに、当該フグ

類の分類学的特徴を明らかにし、（２）東南

アジア産フグ類を適切に取り扱い、当該地域

でのフグ中毒を防ぎ、食の安全の確保に資す

ることである。そのため、フグ類のカラー写

真と分類学的特徴及び毒性の特徴を簡潔に

示したフィールドガイドを作成する。 
 
２． 研究の進捗状況 
 現在までにフィリピン、ベトナム、タイ、
台湾で現地調査を実施し、現地研究者の協力
によって、それぞれの国や地域から新鮮なフ
グ類を入手することができた。入手した標本
は冷凍して日本に持ち帰り、毒性分析を行う
と同時に分類学的研究を進めた。分類学的研
究においては、採集標本の形態学的解析を行
いつつDNA解析を進めてきた。 

その結果、従来、別種とされてきたモトサ
バフグとシロサバフグは同一種であること
が明らかになった。また、多数の標本調査に
よって、従来、混同されてきたセンニンフグ
とカイユウセンニンフグは別種であること
が明らかとなった。 

毒性については興味深い事実が判明した。
日本周辺では無毒あるいは弱毒のシロサバ
フグ、クロサバフグ及びカナフグが南シナ海
では有毒（強毒の場合もある）になる例が見
つかった。たとえばフィリピンやベトナムで
採集されたシロサバフグ Lagocephalus 
spadiceusの消化管の毒性は1.5～223.1MU/g、
肝臓 0.2～46.0MU/g、表皮 0.5～59.6MU/g、
81.1筋肉0.2～15.9MU/gであった。フィリピ

ン の ス ービ ッ ク産 の個 体 では 表 皮で
81.1MU/g、筋肉で 35.4MU/gと極めて高い毒
性を示した。クロサバフグL.gloveriは、筋
肉が 24.0MU/g、消化管が 19.9MU/gの毒性を
示した。カナフグ L. inermisには筋肉や表
皮を含む全ての部位で、食用可否の目安とさ
れている10MＵ/gを大きく超える毒性を示す
個体が認められた。センニンフグ、カイユウ
センニンフグ、オキナワフグ、スジモヨウフ
グ、ケショウフグ、モヨウフグ、カスミフグ
では、各部位に高い毒性が認められた。サバ
フグ属の場合、産地による毒性の違いが極め
て大きいものと考えられる。したがって、南
シナ海沿岸諸国でフグ類を食品用に利用す
ることは極めて危険であることが明らかに
なったと言える。 
 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している 
（理由） 
 研究資料収集の点では、現地研究者の協力
によって、フィリピン、ベトナム、タイでサ
バフグ類やモヨウフグ類の標本を効果的に
採集することができた。これらの標本の分類
学的調査と毒性分析を実施し、シロサバフグ
の学名の問題を一掃するとともに、我が国周
辺では無毒もしくは弱毒のサバフグ類が南
シナ海では毒化するという重要な発見を行
った。毒性分析のデータによると、個体変異
はあるものの南シナ海の個体の毒力は強く、
食べると危険なレベルに達している個体も
存在する。このように現時点までに順調に研
究は進展している。 

しかし、3 月 11 日に起こった東日本大震災
によって研究分担者が所属する北里大学海
洋生命学部が大きな被害を受けたため、今後
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の毒性研究の進め方を検討中である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 日本周辺では無毒あるいは弱毒の種が南
シナ海では有毒（強毒の場合もある）になる
例が見つかっている。たとえばクロサバフグ、
シロサバフグ、カナフグは日本の沿岸や東シ
ナ海では無毒（弱毒）であるが、南シナ海の
ベトナム沿岸から有毒の個体が採集された。
一方で、通常は筋肉も有毒なドクサバフグの
中に弱毒の個体も存在することが判明した。
今後、さらに調査地域を増やして南シナ海の
フグ類の毒性分析を進める予定である。 
 しかし、南シナ海産フグ類には強い毒性を
もつ個体が多く出現することは確かなこと
である。したがって食品衛生上は南シナ海沿
岸諸国でフグ食はやめるべきである。また、
本研究で作成する予定のフグ類同定ガイド
は有毒なフグ類を識別するために必須のも
のであり、平成 23年度には原稿を完成し、
年度末に出版することとする。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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